
み ち し る べ

井の頭 2 2 2 2 4

牟礼北野 9 9 3 6 6 19

新川中原 9 12 2 7 10 5

連　雀 8 8 5 3 3 9

深大寺 5 5 5 0 0 1

大　沢 5 6 2 3 4 ★0

吉祥寺 5 5 1 4 4 6

武・中 11 11 4 7 7 8

関　前 5 5 3 2 2 4

境 2 2 2 2 4

境南町 2 4 1 1 3 3

直・事 17 47 19 ★-2 28 28

合計 80 116 45 35 71 91

分会 独自目標 成果累計 3.5％残 独自残 12％残
3.5％
目標

先
日
、
吉
祥
寺
駅

か
ら
の
帰
り
道
、
電

車
に
乗
ら
ず
に
神
田

川
を
歩
い
て
帰
る

際
、
井
の
頭
公
園
の

井
の
頭
池
を
見
て
、

び
っ
く
り
し
た
。
そ

れ
は
以
前
、
見
な
か
っ
た
水
草
が

水
面
に
隙
間
が
な
い
ほ
ど
に
大
繁

殖
し
て
い
た
▼
何
年
か
前
に
「
か

い
ぼ
り
」
（
池
や
沼
な
ど
の
水
を

く
み
出
す
こ
と
）
を
３
回
位
に
分

け
て
改
良
工
事
を
し
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
た
。
池
の
水
を
抜
い

て
、
池
底
の
泥
を
か
き
出
す
大
が

か
り
な
工
事
だ
っ
た
と
思
う
。
最

初
は
御
茶
ノ
水
橋
か
ら
七
井
橋
ま

で
を
か
い
ぼ
り
し
て
、
水
量
が
減

っ
た
状
態
の
と
き
に
池
の
生
物
調

査
を
し
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
を

思
い
だ
し
た
。
網
で
捕
ら
え
た
魚

に
も
外
来
種
あ
り
、
日
本
固
有
種

あ
り
、
種
類
別
に
分
類
し
て
捕
獲

し
て
い
た
。
順
次
か
い
ほ
り
し
て

水
抜
き
し
て
い
く
工
事
だ
っ
た
▼

井
の
頭
池
は
か
つ
て
豊
富
な
種
類

の
水
草
が
茂
っ
て
い
た
が
、
地
盤

沈
下
で
１
９
６
０
年
代
に
湧
水
が

枯
れ
る
と
水
質
が
悪
化
、
水
草
も

姿
を
消
し
て
い
た
。
か
い
ぼ
り
工

事
で
池
底
の
泥
が
か
き
回
さ
れ
、

水
質
改
善
で
池
底
ま
で
日
光
が
届

く
よ
う
に
な
り
、
水
草
の
成
長
場

所
が
広
く
な
り
青
々
と
し
た
水
草

が
茂
っ
て
き
た
そ
う
だ
▼
水
草
を

食
べ
る
ソ
ウ
ギ
ョ
や
コ
イ
が
い
な

く
な
っ
た
こ
と
や
く
み
あ
げ
井
戸

か
ら
水
量
が
増
え
た
こ
と
も
繁
殖

に
繋
が
る
の
か
な
▼
以
前
、
小
学

生
た
ち
が
写
生
し
て
い
て
水
面
を

茶
色
に
塗
っ
て
い
る
風
景
が
あ
っ

た
が
、
今
度
写
生
し
た
ら
水
面
は

緑
一
色
で
仕
上
げ
る
だ
ろ
う
。
池

を
一
周
し
て
見
て
帰
っ
た
。

( 1 )

【
連
雀
分
会
杉
浦
由
美
子
教
育

宣
伝
部
長
記
】
９
月
29
日
（

日
）
、
午
前
７
時
30
分
、
23
名

を
乗
せ
一
路
新
潟
の
蓬
平
（
よ

も
ぎ
ひ
ら
）
温
泉
へ

と
出
発
。

バ
ス
は
最
高
級
で

お
値
段
１
億
円
以
上

と
の
こ
と
。
座
席
は

ポ
ル
シ
ェ
と
同
じ
皮

革
を
使
用
。
テ
レ
ビ

６
台
。
も
ち
ろ
ん
大

型
で
す
。

新
潟
県
文
化
財
で
あ
る
「
西

福
寺
（
さ
い
ふ
く
じ
）
」
で
は

彫
刻
、
絵
画
を
堪
能
。

日
本
三
大
峡
谷
の
ひ
と
つ

「
清
津
峡
」
で
は
７
５
０
メ
ー

ト
ル
あ
る
ト
ン
ネ
ル
を
先
端
ま

で
歩
き
パ
ノ
ラ
マ
ス
テ
ー
ジ

へ
。
初
め
て
経
験
す
る
風
景
に

心
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
く
る
ぶ

し
位
に
張
っ
て
あ
る
水
は
冷
た

い
が
と
て
も
快
か
っ
た
で
す
。

車
中
で
「
分
会
推
進
勉
強

会
」
を
実
施
。
東
京
土
建
の
各

種
共
済
・
保
険
を
学
び
ま
し

た
。
質
問
に
は
担
当
役
員
が
応

答
。
新
規
加
入
者
も
あ
り
意
義

の
あ
る
勉
強
会
と
な
り
ま
し

た
。楽

し
い
旅
行
を
計
画
し
て
下

さ
っ
た
役
員
の
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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10
・
11
月
の
主
な
日
程

〜

10
月

〜

19
日
（
土
）
地
区
労
定
期
大
会

20
日
（
日
）
福
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

む
さ
し
の
子
ど
も
ま
つ
り

25
日
（
金
）
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー

27
日
（
日
）
三
鷹
母
親
大
会

※
駅
宣
＝

24
・
25
日

〜

11
月

〜

１
日(

火)

書
記
局
会
議

※
事
務
所
が
閉
ま
り
ま
す
。

５
日(

火)

常
任
執
行
委
員
会

６
日(

水)

執
行
委
員
会

14
日(

木
）
イ
ン
ボ
イ
ス
学
習
会

※
駅
宣
＝

５
・
６
日

【
組
織
部
発
】
秋
の
仲
間
を
増

や
す
月
間
は
、
た
く
さ
ん
の
仲

間
と
の
対
話
を
繰
り
広
げ
、
具

体
的
な
対
象
者
確
保
へ
と
つ
な

げ
て
い
き
、
全
分
会
の
目
標
達

成
を
目
指
し
ま
す
。

自
ら
が
東
京
土
建
の
優
位
性

を
語
り
、
建
設
産
業
で
働
く
仲

間
と
の
信
頼
関
係
と
結
び
つ
き

を
強
め
て
い
き
ま
す
。

前
半
戦
は
中
間
決
起
へ
の
参

加
呼
び
か
け
を
対
話
の
切
り
口

に
、
新
た
な
対
象
者
確
保
に
向

け
た
組
合
員
訪
問
を
繰
り
広
げ

て
き
ま
し
た
。

後
半
戦
は
集
団
健
診
や
支
部

主
催
の
講
習
な
ど
目
玉
と
な
る

企
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て

粘
り
強
い
訪
問
行
動
や
現
場
で

の
声
掛
け
な
ど
地
道
な
対
象
者

探
し
が
必
要
で
す
。

ま
ず
は
中
間
決
起
へ
の
参
加

者
や
訪
問
行
動
な
ど
か
ら
得
た

対
象
者
に
決
着
を
つ
け
ま
す
。

そ
し
て
加
入
に
結
び
つ
く
か

否

か

を

問

わ

ず
、
次
な
る
対

象
者
探
し
へ
と

取
り
掛
か
り
ま

し
ょ
う
。

【
五
十
嵐
作
衛
常
任
執
行
委

員
記
】
９
月
23
日
（
月
祝
）
み

た
か
子
ど
も
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
し
た
。

朝
８
時
、
三
鷹
市
役
所
集

合
。
く
も
り
空
の
中
で
し
た

が
、
台
風
の
影
響
で
風
が
強

く
、
骨
組
み
だ
け
を
組
ん
で
、

20
人
態
勢
で
子
ど
も
た
ち
を
待

ち
受
け
ま
し
た
。

河
村
孝
三
鷹
市
長
挨
拶
の

後
、
11
時
頃
か
ら
行
列
の
で
き

る
ほ
ど
大
盛
況
で
し
た
。

物
が
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に

気
を
使
い
な
が
ら
の
開
催
と
な

り
、
出
し
物
は
本
棚
、
プ
ラ
ン

タ
ー
の
２
品
。

三
鷹
市
役
所
中
庭

で
の
開
催
は
３
年
ぶ

り
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
近
隣
の
子
供
た

ち
が
多
数
来
場
し
ま

し
た
。

指
導
員
の
熱
の
こ
も
っ
た
指

導
の
も
と
、
用
意
し
た
材
料
セ

ッ
ト
全
て
（
１
５
３
セ
ッ
ト
）

が
午
後
２
時
に
は
な
く
な
る
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

全
体
の
来
場
者
は
約
７
０
０

人
で
し
た
。

親
子
で
参
加
さ
れ
た
方
か
ら

「
兄
の
も
の
と
弟
の
も
の
で
出

来
が
違
う
の
で
す
が
問
題
あ
り

ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
も
あ
り
ま

し
た
が
、
子
供
た
ち
に
け
が
も

な
く
、
楽
し
く
終
わ
れ
た
こ
と

が
一
番
で
し
た
。

【
社
会
保
障
対
策
部
発
】
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
は
、
仲
間
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
課
題
と
し
て
組
織

全
体
で
取
り
く
み
ま
す
。
私
た
ち

の
運
動
の
成
果
で
、
厚
生
労
働
省

は
「
国
保
組
合
補
助
」
と
し
て
２

８
３
６
・
７
億
円
を
財
務
省
へ
要

求
し
ま
す
。
現
段
階
で
積
算
で
き

る
現
行
補
助
水
準
の
概
算
要
求
を

し
て
い
る
と
厚
生
労
働
省
は
説
明

し
て
い
ま
す
。

こ
の
額
が
財
務
省
案
で
も
削
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
満
額
確
保
さ
れ

る
よ
う
に
財
務
省
へ
の
ハ
ガ
キ
要

請
に
取
り
く
み
ま
す
。

仲
間
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る

土
建
国
保
組
合
の
強
化
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。土

建
国
保
は
国
と
都
か
ら
補
助

金
を
勝
ち
取
る
こ
と
で
保
険
料
を

抑
え
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
書
い
た
ハ
ガ
キ
は
請

願
書
に
基
づ
き
財
務
省
職
員
が
全

て
の
ハ
ガ
キ
に
目
を
通
し
ま
す
。

要
請
方
法
は
一
人
ひ
と
り
の
書

く
ハ
ガ
キ
要
請
で
す
。
本
人
だ
け

で
な
く
、
家
族
へ
の
協
力
も
す
す

め
て
下
さ
い
。

※
宛
先
ご
と
に
ハ
ガ
キ
を
切
り
取

ら
な
い
で
下
さ
い
。

木工教室を楽しむ子ども

挨拶する河村三鷹市長

清津峡渓谷トンネル
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話題の新作映画を、ご家族で観に行きませんか。下記以外の映画も

多数あります。ご注文は早めに(下記は一例)。

【映画券】

☆ドリーミング村上春樹

☆超・少年探偵団NEO-Beginning-【ムビチケカード】

☆T-34 レジェンド・オブ・ウォー【ムビチケカード】

☆夏の夜空と秋の夕日と冬の朝と春の風

☆ロボット2.0【ムビチケカード】

☆IT／イット THE END “それ”が見えたら、終わり。

☆最初の晩餐【ムビチケカード】

☆マイ・ビューティフル・デイズ

☆象は静かに座っている

☆ターミネーター：ニュー・フェイト

☆マイ・フーリッシュ・ハート

☆殺さない彼と死なない彼女【ムビチケカード】

☆テルアビブ・オン・ファイア など他多数

◇映画・イベントなど「メイジャー」のＨＰで検索してください。

※注文や問い合わせは、支部事務所０４２２-４７-９１０１まで

※注：割引額は、前売券の販売価格から一律５００円です。

◇
足
場
の
組
立
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

11
月
19
・
20
日

◇
建
築
物
の
鉄
骨
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

11
月
５
・
６
日

◇
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
作
物
の
解
体
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

10
月
29
・
30
日

◇
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者

[

と
き]

11
月
７
・
８
日

◇
石
綿
作
業
主
任
者

[

と
き]

１
月
28
・
29
日

◇
酸
欠
・
硫
化
水
素
作
業
主
任
者

[

と
き]

10
月
23
〜
25
日

◇
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

[

と
き]

①
11
月
９
・
10
日
、
②
11
月
16
・
17
日

◇
酸
欠
・
硫
化
水
素
特
別
教
育

[

と
き]

11
月
20
日

◇
玉
掛
技
能
講
習

[

と
き]

11
月
22
〜
24
日

◇
石
綿
特
別
教
育

[

と
き]

11
月
12
日
午
後

◇
自
由
研
削
砥
石

[

と
き]

11
月
13
日

◇
丸
の
こ

[

と
き]

11
月
14
日

◇
熱
中
症

[

と
き]

11
月
14
日
午
後

◇
丸
の
こ
・
熱
中
症
セ
ッ
ト

[

と
き]

11
月
14
日

今
月
の
主
な
講
習
会
を
ご

案
内
し
ま
す
。
受
講
場
所

・
受
講
料
な
ど
詳
し
く
は

支
部
ま
で
お
問
合
せ
を
。

【
関
前
分
会
松
本
守
史
教
育
宣

伝
部
長
記
】
18
歳
で
、
田
舎
の

実
家
を
出
て
一
人
暮
ら
し
を
始

め
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
使
っ
て
い

る
ヘ
ア
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
今
で

も
捨
て
ら
れ
な
い
で
い
る
。

気
が
つ
け
ば
36
年
間
も
、
買

っ
た
理
由
は
寝
ぐ
せ
を
直
す
為

と
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
折
り
た
た

め
て
持
ち
運
び
に
便
利
だ
っ
た

か
ら
だ
。

買
っ
た
当
時
の
髪
型
は
短
く
、

頻
繁
に
使
用
す
る
こ
と
も
無
か

っ
た
の
だ
が
、
今
で
も
現
役
で

ニ
ク
ロ
ム
線
を
真
っ
赤
に
し
て

モ
ー
タ
ー
を
唸
ら
せ
熱
い
風
を

送
っ
て
く
れ
て
い
る
。

横
に
並
ん
で
い
る
ピ
ン
ク
の

ド
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
妻
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
で
送
っ
た
最
新
型
、
ナ
ノ

イ
ー
効
果
で
髪
を
傷
め
な
い
、

髪
に
優
し
い
風
を
送
っ
て
く
れ

て
い
る
。

た
ま
た
ま
、
社
名
は
変
わ
っ

た
が
同
じ
メ
ー
カ
ー
の
新
旧
の

物
を
使
っ
て
い
て
不
思
議
な
感

じ
が
す
る
の
と
同
時
に
、
壊
れ

て
使
え
な
く
な
る
ま
で
は
捨
て

る
気
に
は
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
、
中
々
捨
て
ら
れ

な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
当

時
、
組
合
の
役
員
を
し
て
い
た

時
に
、
脱
退
す
る
年
配
の
組
合

員
さ
ん
か
ら
委
員
長
に
渡
し
て

く
れ
と
書
記
か
ら
受
け
取
っ

た
、
組
合
員
の
証
と
書
い
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
プ
レ
ー
ト

だ
。何

故
か
、
わ
か
ら
な
い
が
返

す
よ
り
捨
て
て
く
れ
た
方
が
良

か
っ
た
の
に
と
思
い
な
が
ら
、

そ
の
人
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
来

る
よ
う
で
未
だ
に
捨
て
ら
れ
ず

玄
関
に
飾
っ
て
い
る
。

仕
事
柄
、
か
な
り
昔
に
施
工

し
た
手
作
り
の
物
を
見
か
け
る

事
が
多
く
、
時
間
を
掛
け
て
作

っ
た
で
あ
ろ
う
も
の
を
、
予
算

の
関
係
で
既
製
品
に
変
え
て
し

ま
う
事
が
あ
る
。

簡
単
に
捨
て
る
こ
と
の
な
い
、

思
い
の
伝
わ
る
仕
事
を
残
し
て

行
き
た
い
も
の
で
す
。

組合員証と書かれたプラスチック製のプレート

【
技
術
対
策
部
発
】
建
築
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
す
る
「
東
京
建

築
カ
レ
ッ
ジ
」
の
来
年
度
の
生
徒
募

集
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

大
工
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
設
計

士
、
建
築
を
学
び
た
い
全
て
の
業
種

の
方
が
入
学
で
き
ま
す
。

卒
業
後
、
木
造
建
築
士
お
よ
び
二

級
建
築
士
の
受
験
資
格
な
ど
も
取
得

で
き
ま
す
。

《
第
２
回
募
集
》

﹇
説
明
会
﹈
11
月
19
日
午
後
２
時
と

午
後
７
時
か
ら
、
個
別
説
明
も
可
能

﹇
試
験
日
﹈
12
月
３
日
午
前
９
時
３

０
分
受
付
、
午
後
４
時
ま
で

《
第
３
回
募
集
》

﹇
説
明
会
﹈
１
月
22
日
午
後
２
時
と

午
後
７
時
か
ら
、
個
別
説
明
も
可
能

﹇
試
験
日
﹈
２
月
５
日

午
前
９
時

30
分
受
付
、
午
後
４
時
ま
で

《
第
４
回
募
集
》

﹇
説
明
会
﹈
２
月
12
日
午
後
２
時
と

午
後
７
時
か
ら
、
個
別
説
明
も
可
能

﹇
試
験
日
﹈
２
月
26
日

午
前
９
時

30
分
受
付
、
午
後
４
時
ま
で

※
25
期
生
よ
り
、
入
学
金
・
授
業
料

改
定
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
カ
レ
ッ
ジ
で
は
毎
週
金
・
土
曜
日

に
学
校
見
学
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
連
絡

し
て
下
さ
い
。

●
今
月
募
集
の
あ
る
「
求
人
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

[

募
集
職
種]

建
築
一
式

[

働
き
先]

短
期
雇
用

町
場

[

募
集
人
数]

２
人

[

条
件]

経
験
者
、
普
通
免
許

[

事
業
所]

有
限
会
社

武
蔵
野
リ
ハ
ウ
ス

西
東
京
市
東
伏
見
４
―
９
―
22

[

電
話]

０
４
２
―
４
６
２
―
５
３
７
１

[

募
集
職
種]

石
工
事
・
石
工
事
監
督

[

働
き
先]

入
混
じ
り

[

募
集
人
数]

１
人

[

条
件]

経
験
者
、
見
習
い
、
普
通
免
許

[

事
業
所]

株
式
会
社

岡
村
骨
材

三
鷹
市
中
原
３
―
２
―
23

[

電
話]

０
４
２
２
―
４
６
―
９
２
９
２

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ

り
、
世
界
は
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
ご
く
一
部
の
富
裕
層
と

圧
倒
的
多
数
の
勤
労
者
と
の
格

差
は
拡
大
。
何
の
保
護
も
受
け

ら
れ
な
い
労
働
者
が
増
え
て
い

ま
す
。

シ
ャ
ラ
ン
・
バ
ロ
ウ
国
際
労

働
組
合
総
連
合
書
記
長
は
「
世

界
で
は
働
く
人
の
約
６
割
が
最

低
賃
金
な
ど
の
社
会
的
保
護
を

受
け
ら
れ
ず
、
法
に
よ
る
統
治

の
な
い
環
境
で
働
い
て
い
る
。

毎
日
、
請
求
さ
れ
た
お
金
を
い

か
に
支
払
う
か
、
い
か
に
家
族

を
養
う
か
を
考
え
て
い
る
。
ま

っ
と
う
な
生
活
と
い
う
よ
り

も
、
生
き
残
れ
る
か
を
毎
日
心

配
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
し

た
。日

本
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
非
正
規
労
働
者
が
増
え
続

け
、
今
や
全
雇
用
労
働
者
の
４

割
を
占
め
ま
す
。
貯
蓄
ゼ
ロ
世

帯
も
50
代
で
約
３
割
。
最
低
賃

金
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
水
準
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

人
口
知
能
な
ど
技
術
革
新
へ

の
対
応
も
課
題
と
な
り
ま
す
。

労
働
組
合
声
明
は
「
ご
く
少
数

の
エ
リ
ー
ト
が
技
術
革
新
に
よ

る
利
益
を
独
占
し
、
富
の
不
平

等
を
さ
ら
に
深
刻
化
さ
せ
て
い

る
。
技
術
革
新
が
幸
福
の
向
上

に
つ
な
が
る
保
証
は
な
い
」
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。

暮
ら
せ
る
最
低
賃
金
に
す
る

こ
と
や
長
時
間
労
働
の
是
正
な

ど
、
人
へ
の
積
極
的
な
投
資
を

行
う
こ
と
で
こ
そ
、
持
続
可
能

な
経
済
成
長
を
実
現
で
き
ま

す
。多

国
籍
企
業
や
富
裕
層
へ
の

課
税
を
強
化
し
、
働
く
者
へ
の

社
会
的
保
護
と
公
正
な
配
分
を

実
現
す
る
こ
と
。
今
、
全
世
界

の
労
働
運
動
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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